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《桑名地区の状況・16日》

（木曽岬・伊曽島・赤須賀）
木曽岬、赤須賀、秋芽本養殖を継続中。伸長待ち。
カモ、魚類による食害あり。
冷凍網張り込み継続中。12月14日時点で7割程度完了。

アサクサノリは本養殖を継続中。

★情報収集、普及活動、試験分析担当

＜桑名～南勢明和＞津農林水産事務所水産

室 (tel)059-223-5128
＜南勢伊勢～鳥羽＞伊勢農林水産事務所水
産室(tel)0596-27-5189
＜鳥羽＞鳥羽市水産研究所

(tel)0599-25-3316
＜試験分析等＞

三重県水産研究所鈴鹿水産研究室
(tel)059-386-0163
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３７ー【栄養塩動向調査が携帯電話で閲覧できます】
http://osakana-mie.com/producer/phone.cgi
上記アドレスをbookmark登録してご利用ください。
または、右側の二次元バーコードをカメラ付携帯
電話で読み取り表示されたアドレスにアクセスし
てください。
＊機種によっては利用できない場合があります。

今一色
（台場）

［お知らせ］
次回の栄養塩動向調査は
１2月23日(水）です。

採水は12月22日（火）です。

海況に留意し、可能な範囲で行ってください。

☆本紙の無断転用・複写等は固くお断りし

☆ノリ情報はweb上で閲覧されることをお奨めします。※PDFファイルをご覧になるには、アドビシステムズ社のAdobe Reader

《南勢地区（伊勢湾漁協）の状況・16・17日》

（下御糸・大淀)
現在1～2回目生産中。色調は良好だが伸びが不調。
カモ、魚類による食害が深刻化しており、次回数量は
減少する見込み。

（今一色）
現在、沖漁場1回目～2回目生産中。
支柱漁場2回目生産中。色調、伸びともに良好。

《中勢地区の状況・16・17日》
（津市）
色はまずますだが伸びが不調。カモ、魚類による食害あり。
来週以降、初摘採となる見込み。

（松阪）
現在、本養殖中。食害によるバリカン症継続。
岸側漁場では、網を沈めて食害対策を実施。伸びはやや
回復傾向。沖側漁場では、魚類による食害が継続。
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海況、注意点等

桃取、答志で初摘採。

鈴鹿地区全域で生産本格化。

桑名と中勢地区を除き、県内各地

で生産が始まりました。今年11月に

竣工した桃取共同加工施設は、13日

の試運転を経て本稼働。製品の出来

は良好で今後の生産に期待です。

各漁場水温降下、降雨なく慢性的な

低栄養状態続く。

寒波の影響により各漁場水温は大

幅に降下しました。過去には、急激

な水温低下の際、生長鈍化、のり芽

の成熟する現象が発生しています。

生育具合に注意して摘採可能な網で

は早期摘採を心がけて下さい。

潮位不安定、一時＋30㎝まで

先週以降、やや高めの潮位が継続

しています。支柱漁場では干出不足

に注意して下さい。(16日正午時点

では予測値＋５㎝)

１０４ー

欠 欠

３３ー

東黒部

伊曽島（新田）

今一色
（八幡）

答志上手

菅島（裏）

城南
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窒素量 ↗（先週比増減）

プランクトン
発生密度(cells/ml)

漁場名

※正確な発生範囲とは一致しません。

（海況情報）12月16日調査時点

【水温】 各漁場の水温は11.5～15.7℃です。
【プランクトン】 桑名の一部、南勢地区を中心に発生中。
【栄養塩量】
桑名、鈴鹿若松、で十分量。その他の地区で少なくなっています。

【潮位情報】 名古屋港の潮位偏差・毎時偏差速報値（気象庁）
予測潮位に比べて+５cm～+１８cmで推移。
15日0:00ー12:00時点
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《鳥羽地区の状況・16日》

（桃取）

12月11日初摘採。色はまずまず、伸びはよい 。

13日、今期竣工した共同加工施設初稼働。

（答志）

12月11日初摘採。現在生産中。

網汚れはあるが、製品には影響なし。

先張りの網では、色調がやや赤めとのこと。

（菅島）

冷凍網12月11日～13日にかけて初摘採。

秋芽、冷凍網ともに色調やや浅め、網汚れが

目立ち、干出、酸処理対応。

１６８ ↘

《鈴鹿地区の状況・16日》
(下箕田・若松・白子)

現在、2～3回目全力生産中。色調は回復傾向にあり
伸びも良好。テリのある良い製品に仕上がっている一方、
一部ではくもりのある製品も見られる。

黒バラのりの生産も進みかなりの数量がまとまる見込み。
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